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＜連絡事項＞

・7/27（木）、7/28（金）の2日間で医療機能評価「3rdG:Ver.1.0」を更新受審する予定。具体的作業等については、病棟管理者を通して指示があります。詳細はWIZメールを確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・本田　英之様～5/10　13：00～17：00まで外出予定。

・船田　泰子様～主治医より、ベッド上で出来るリハビリを導入するようOTへ指示あり。

・聖前　偉三郎様～本日、南部町医療センター泌尿器科受診。前立腺癌については異常なしとの事。点滴は5/11　24時まで継続。
・池野　功一様～本日、主治医面談実施。今後、肺炎を繰り返すようであれば経管栄養に切り替えていく予定｡その際、身体管理目的で拘束を実施こともあると説明している。救急搬送等、緊急時の対応については主治医に任せるとの事。内科的な治療は、内科医と相談しながら進めていくこと伝えている。

・畠山　正治様～明日5/10　14：00自宅へ退院予定。以降、南山苑のデイサービスとショートステイを利用していく予定。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。命令口調で過度な要求あり、説明にも了解悪い。妄想言動も聞かれ、声高さも続いている。壁叩き等の粗暴行為はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜馬渡Dr患者様診察情報＞

・畠山　正治様～表情乏しいが、声掛けには反応良好。不機嫌さや易怒性は見られない。本日は、食事も主食全量、副食1/2程度摂れている。念のため補液実施の指示あり。本日ケア会議実施予定。

・小田　幸一郎様～診察時に母様、妹様と主治医面談実施。以下、ご家族へ現状を報告。心理検査の結果、IQ72と境界レベル。認知機能の低下はさほどではない。現在の様子としては、目立った精神症状も無く、日常生活も問題なく送れている。飲酒要求も聞かれない。今後､退院に向けて、退院先の検討を依頼している。

・本堂　秀夫様～診察中は繰り返し帰宅要求聞かれているが切迫した様子はない。質問に対しては的外れな返答が目立つ。見当識障害も顕著。デジレル（25）4T→2Tへ減薬。MRIの実施を進めていく。

＜要注目患者様＞

・袴田　将志様～目立った飲水行動はない。妄想言動はないが、頻繁に帰宅要求聞かれている。フラツキあるがＡＤＬは自立しており、バイタル異常もない。引き続き精神症状の観察と転倒に注意していく。

・畑中　成夫様～特定の女性患者様を探し、窓越しにBユニットを覗いている。性的言動

や逸脱行為は見られない。引き続き、精神症状の観察をしていく。

・澁谷　兼一様～左手シーネ固定良好、両手の等尺運動は指導にて実施している。引き続

き、骨折部位の安静が保たれ、良肢位が保持できるように介入していく。

・桑原　幸一郎様～食事はむせ込みなく、自力で全量摂取している。午前は臥床傾向であったが、午後からは自力歩行での徘徊、他室侵入、収集が目立っている。

・聖前　偉三郎様～酸素飽和度93～94％で経過。痰絡みあり、適宜吸引している。点滴の自己抜去あり。引き続き、身体状態の観察を行っていく。

・池野　功一様～点滴トラブルなし。酸素飽和度92～98％で経過。食事（エプリッチ）は介助でゆっくり摂取するがむせ込んでいる。小声での独語続いているが、介入時の拒否や粗暴行為はない。引き続き、身体状態の観察を行っていく。

・船田　泰子様～朝食は全量摂取、昼食は主食全量、副食1/2摂取している。移乗時、フラツキ見られている。疼痛の訴えはなく自制内。引き続き、身体状態の観察を行っていく。

＜新入院患者様＞

釜澤　亘様　生年月日：昭和5年4月15日

病　　名：アルツハイマー型認知症

入院形態：医療保護入院

主治医：伊藤Dr

（経過）

　H26年妻が死去後より様子が変わったと感じることや、事実と異なる発言が聞かれていた。H27年秋頃に南部病院を受診し、アルツハイマー型認知症と診断され、薬剤治療開始となっていた。認知機能の低下が顕著であるため、H28.1.24ショートステイを利用。利用中に胃潰瘍の診断にて八戸市立市民病院へ入院。入院後より、「姪っ子が目の前で殺された」等と話すことや帰宅要求、介護への拒否があった。退院後はヘルパー利用し、自宅療養としていたが不眠状態が持続。H28.10.21より、サービス高齢者向け住宅ケアホーム「福の里」へ入居。入居後も不眠、易怒性、不穏等の症状が著しいことから、H28.12.14当院初診。薬剤調整行っていたが症状改善なく、施設対応困難なため、H29.5.9当院1回目の入院となる。
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